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特集1 レポート

「フロントヤード改革」先進事例／兵庫県神戸市

システム標準化を終えて
──移行完了団体による振り返りと次なる挑戦
「当初賦課（課税）業務を取り巻く環境変化と今後の展望」

ユーザー事例
「標準化完了、業務改革は次のステージへ」埼玉県神川町／基幹業務システム
「住民に便利で、職員が働きやすい市役所へ」愛知県西尾市／かんたん窓口+スマート申請
スマート行政最前線
「自治体にも広がるペポルインボイス」
TKC Support Information
新たな業務の“かたち”を描くシステム・サービスを検討／新商品検討プロジェクト
使いやすさはそのままに窓口DXSaaSに対応／かんたん窓口システム
ニュース
「コンビニ交付の支援体制を強化」

特集2

オンライン申請とバックヤード連携
──これまでの取り組みと今後の展望



　

２
０
２
６
年
３
月
末
、
自
治
体
シ
ス
テ
ム

標
準
化
は
移
行
期
限
を
迎
え
た
。

　

し
か
し
、
今
年
２
月
に
公
表
さ
れ
た
『
特

定
移
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
該
当
見
込
み
概

要
』（
デ
ジ
タ
ル
庁
）
に
よ
れ
ば
、
25
年
12

月
末
時
点
で
ま
だ
半
数
以
上
の
団
体
が
「
特

定
移
行
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
有
す
る
状
況
だ
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国
も
５
年
間
の
移
行

支
援
延
長
を
打
ち
出
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
開

発
事
業
者
の
リ
ソ
ー
ス
不
足
や
運
用
コ
ス
ト

の
負
担
増
な
ど
を
背
景
に
、
自
治
体
で
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｃ
で
は
、
全
て
の
お
客
さ
ま
に
お
い

て
、
標
準
仕
様
対
応
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
り
替

え
／
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
を
期

限
内
に
完
了
で
き
た
。
そ
こ
で
、
標
準
化
対

応
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、〈
標
準
化
後
初

と
な
る
当
初
課
税
業
務
は
ど
う
変
わ
っ
た
の

か
〉、〈
今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
・
業
務
改
革

を
ど
う
展
望
し
て
い
る
か
〉
─
─
に
つ
い
て

確
認
す
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
茨
城
県
笠
間
市
、
栃
木
県

鹿
沼
市
、
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
の
税
務
担
当

の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
多

忙
な
当
初
課
税
業
務
期
間
の
真
っ
た
だ
中
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
３
市
に
は
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
る
。

	■
標
準
化
対
応
を
振
り
返
る

　

標
準
仕
様
対
応
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
り
替
え

／
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
移
行
の
作
業
を
振

り
返
り
、
共
通
し
て
語
ら
れ
た
の
が
「
通
常

業
務
と
の
並
行
作
業
で
、
一
時
的
に
業
務
量

が
増
加
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

大
変
だ
っ
た
作
業
の
一
つ
が
〈
帳
票
等
の

確
認
〉
だ
。
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
自
治
体
が
独
自
に
定
め
て
い
た
通
知

や
様
式
な
ど
帳
票
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
標
準
仕

様
で
規
定
さ
れ
る
も
の
に
統
一
さ
れ
た
。

　

３
市
の
担
当
者
た
ち
は
「
納
税
者
に
直
接

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
慎
重
に
確
認
し
た
」

と
語
る
。
ま
た
、
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

増
加
も
想
定
さ
れ
た
た
め
、
早
い
時
期
か
ら

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
告
知
す
る
と
と

も
に
、
変
更
点
を
説
明
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
な
ど
納
税
者
の
不
安
・
混
乱
の
軽
減
に

努
め
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
団

体
で
も
「
帳
票
の
様
式
変
更
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
そ
う
だ
。

　

標
準
化
を
機
に
、
証
明
書
の
交
付
方
式
を

見
直
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

鹿
沼
市
で
は
、
住
民
税
に
関
す
る
４
種
類

の
証
明
書
（
課
税
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、

非
課
税
証
明
書
、
住
民
税
決
定
証
明
書
）
を
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特定移行支援システムの移行

DXの高度化・横展開

法制度改正・共通化などへの対応

図表 ▼ 自治体DX、今後の展望

住民の利便性向上（フロントヤードのデジタル化）
•書かない窓口・ワンストップ窓口、
　オンライン申請の利用率向上
•公金納付のデジタル化
•マイナンバーカードの利用推進
業務効率化（バックヤードのデジタル化）
•BPRの取り組みの徹底と横展開
•生成AI等の試行的運用（文書作成、照会対応）から
　業務定着へ
•データ連携（フロント／バックヤード連携）
•データ利活用
　（EBPMの本格化、プッシュ型サービス　など）
•アウトソーシングの拡大
　（BPaaS、同一事務の共同アウトソーシング）
組織体制の整備
•「一人情シス」解消へ体制再構築
•デジタル人材の確保・育成、外部人材の活用の常態化　など

庁内DXのさらなる進化と、地域DXへの拡大
庁内DXの一層の進化
•例えば、業務効率化と住民サービスの向上、データドリブン経営への転換　など
政策DX
•例えば、人口減少・高齢化対応の予測型行政、需要予測、業務配分　など
地域DX
•例えば、防災、医療、交通、子育て分野のデジタルを活用したサービスの高度化、
　スマートシティ／地域課題解決におけるデジタル化の進展
デジタルを前提とした業務集約、組織再設計
デジタルの費用対効果測定と持続的改善のための仕組みの定着
地域のデジタル人材の確保・育成　など

一部機能の経過措置

2026
年度

2028
年度

2030
年度

標準仕様システムの
安定運用・定着

GOAL

2040
年

半分の職員数でも、
自治体の機能を維持する
「スマート自治体」へ転換

半分の職員数でも、
自治体の機能を維持する
「スマート自治体」へ転換
〈全国1,741団体の基幹業務システムを標準仕様へ移行する〉という
かつてない取り組みが、今春、一つの区切りを迎えた。
今後、自治体DXは基盤整備から活用へとフェーズを移す。
そこで移行を完了した3市に協力いただき
これまでの振り返りとこれからのDXを展望する。

システム標準化を終えて
──移行完了団体による振り返りと次なる挑戦
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統
合
し
た
。
そ
の
た
め
、「
全
庁
で
影
響
度

調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、
栃
木
県
の
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
に
も
説
明
す
る
な
ど
、

調
整
作
業
が
大
変
だ
っ
た
」
と
話
す
。

　

ふ
じ
み
野
市
で
は
、
個
々
に
交
付
し
て
い

た
土
地
と
家
屋
の
証
明
書
を
１
枚
と
し
、
手

数
料
条
例
も
改
正
し
た
。
交
付
方
法
や
手
数

料
の
考
え
方
を
整
理
・
検
討
す
る
に
あ
た
り
、

「
公
平
性
を
期
す
る
た
め
県
内
の
全
市
町
村

に
照
会
を
か
け
た
」
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
標
準
化
に
付
随
し
た
作
業
は
他

に
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
の

ケ
ー
ス
か
ら
も
「
困
難
を
成
長
（
住
民
の
利

便
性
向
上
や
業
務
効
率
化
）
に
変
え
る
」
と

の
意
思
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

も
う
一
つ
大
変
だ
っ
た
の
が
〈
シ
ス
テ
ム

の
検
証
〉
だ
。
当
社
が
提
供
し
た
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
沿
っ
て
、
膨
大
な
量
の
項
目
を
一

つ
ず
つ
確
認
す
る
集
中
を
要
す
る
作
業
が
長

時
間
続
い
た
。
笠
間
市
で
は
、「
確
認
不
足

は
課
税
誤
り
に
つ
な
が
る
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
加
え
て
、
２
人
体
制
で
確
認
し
て
見
落

と
し
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
た
」
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
「
従
来
と

の
差
異
の
確
認
が
大
変
だ
っ
た
」
と
い
う
意

見
も
聞
か
れ
た
。「
差
異
分
析
結
果
を
じ
っ

く
り
見
て
、
現
場
の
意
見
が
少
し
で
も
反
映

さ
れ
る
よ
う
努
め
た
」（
笠
間
市
・
鹿
沼
市
）

と
、
現
場
の
高
い
意
識
が
う
か
が
え
た
。

　

一
方
、
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
点
と
し
て
は
、

〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
ツ
ー
ル
〉
に
よ
る
作

業
の
進
捗
管
理
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

今
回
、
全
て
の
お
客
さ
ま
に
専
用
ツ
ー
ル

を
提
供
し
、
作
業
計
画
や
進
行
状
況
を
一
元

管
理
し
て
双
方
の
作
業
漏
れ
や
遅
延
防
止
に

努
め
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
「
進
捗
状
況
や
、
次
に
や
る
べ
き
作
業
が

可
視
化
さ
れ
て
助
か
っ
た
」、「
優
先
順
位
を

整
理
し
な
が
ら
対
応
で
き
た
」
と
評
価
の
声

を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、〈
関

係
者
間
の
認
識
の
ズ
レ
防
止
〉
や
〈
課
題
の

早
期
発
見
・
軌
道
修
正
が
で
き
る
〉
と
い
う

点
で
も
有
用
で
あ
ろ
う
。

　

新
し
い
業
務
環
境
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す

る
た
め
の
工
夫
と
し
て
は
、〈
シ
ス
テ
ム
検

証
環
境
の
フ
ル
活
用
〉
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

シ
ス
テ
ム
検
証
と
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
上
の
検
証
環
境
を
利
用
し
て
、
事
前
テ

ス
ト
や
デ
ー
タ
移
行
の
確
認
な
ど
を
行
う
も

の
だ
。
本
番
運
用
に
向
け
た
デ
ー
タ
接
続
や

他
社
製
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
等
を
検
証
す
る

ほ
か
、
画
面
表
示
や
操
作
方
法
の
変
更
点
な

ど
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
こ
だ
わ
っ
た
の
は
〈
実
務
の
現
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自治体の機能を維持する
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※国の公表資料などをもとにTKC作成



場
と
は
完
全
に
切
り
離
す
〉
こ
と
だ
っ
た
。

検
証
用
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
す
る
た
め
に
会
議

室
な
ど
を
長
期
間
占
有
す
る
こ
と
に
は
な
っ

た
が
、
そ
の
分
、
業
務
シ
ス
テ
ム
を
誤
操
作

す
る
リ
ス
ク
が
な
い
状
態
で
、
新
シ
ス
テ
ム

の
操
作
性
や
業
務
フ
ロ
ー
を
じ
っ
く
り
確
認

し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
こ
れ
を

活
用
し
て
「
全
て
の
職
員
が
操
作
で
戸
惑
わ

な
い
よ
う
手
順
書
を
作
成
し
た
」（
ふ
じ
み

野
市
）
ほ
か
、
デ
ー
タ
表
示
の
不
具
合
の
発

見
・
対
応
に
役
立
て
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

な
お
、
検
証
環
境
は
シ
ス
テ
ム
稼
働
後
も

利
用
可
能
で
、「
今
後
は
、
異
動
し
て
き
た

職
員
の
研
修
や
、
デ
ー
タ
に
エ
ラ
ー
が
な
い

か
事
前
確
認
で
も
活
用
し
た
い
」（
鹿
沼
市
）

と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

	■
当
初
課
税
業
務
は
ど
う
変
わ
っ
た
？

　

26
年
度
の
当
初
課
税
業
務
は
、
標
準
化
後

の
シ
ス
テ
ム
運
用
に
お
け
る〝
最
大
の
山
場
〟

と
い
え
る
。
３
市
に
よ
れ
ば
、
当
初
課
税
に

関
わ
る
業
務
の
流
れ
に
は
大
き
な
変
更
点
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
３
市
は
と
も
に
納
税
通
知
書
等
の

大
量
印
刷
を
当
社
に
委
託
し
て
い
る
。
標
準

化
対
応
に
伴
い
、
帳
票
の
出
力
要
件
や
後
加

工
要
件
の
標
準
化
・
共
通
化
を
実
施
し
た
が
、

〈
発
送
業
務
〉
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
は
意

見
が
分
か
れ
た
。
業
務
が
効
率
化
さ
れ
た
と

い
う
の
は
、
ふ
じ
み
野
市
と
鹿
沼
市
だ
。

　
「
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
が
課
税
明

細
書
の
枚
数
ご
と
に
納
品
さ
れ
た
こ
と
で
、

送
付
物
の
重
さ
を
計
量
す
る
件
数
が
激
減
し

た
」（
鹿
沼
市
）、「
Ｄ
Ｖ
被
害
等
支
援
措
置

の
対
象
者
分
は
別
納
品
と
さ
れ
た
こ
と
で
、

注
意
喚
起
の
効
果
も
あ
り
、
３
人
体
制
で

し
っ
か
り
確
認
で
き
た
」（
ふ
じ
み
野
市
）。

　

一
方
、
笠
間
市
で
は
「
郵
便
区
内
特
別
の

差
出
郵
便
局
が
合
併
前
の
３
市
町
の
地
域
に

分
か
れ
る
た
め
、
枚
数
別
に
課
税
明
細
書
が

納
品
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
こ
の
仕

分
け
作
業
に
手
間
が
か
か
っ
た
」
と
、
ミ
ス

防
止
・
作
業
負
担
軽
減
の
両
面
か
ら
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
見
直
し
を
進
め
る
と
語
っ
て
い
る
。

　

当
初
課
税
業
務
で
は
、
確
認
作
業
や
通
知

書
等
の
差
し
替
え
・
引
き
抜
き
に
多
く
の
人

手
が
か
か
る
こ
と
が
長
年
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
職
員
を
コ
ア
業
務
に
集
中
さ
せ
る
た

め
に
も
、
今
後
は
こ
う
し
た
発
送
業
務
で
も

外
部
委
託
の
活
用
が
一
段
と
進
む
も
の
と
み

ら
れ
る
。

　

な
お
、
取
材
の
中
で
は
標
準
仕
様
の
課
題

に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。
以
下
に
主
な
現

場
の
意
見
を
紹
介
す
る
。

⃝
�

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
は
送
付
先

の
宛
名
は
あ
る
が
、
納
税
義
務
者
が
記
載

さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
市
民
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た

⃝
�

納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
の
文
字
が
小

さ
く
、
高
齢
者
な
ど
に
は
見
づ
ら
い

⃝
�

共
有
物
件
課
税
確
定
通
知
書
の
名
称
が
納

税
通
知
書
に
変
更
と
な
り
、「
納
税
通
知

書
が
届
い
た
」「
納
付
書
が
入
っ
て
い
な

い
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ
っ
た
。

職
員
も
名
称
だ
け
で
は
判
別
が
つ
か
ず
、

電
話
応
対
に
手
間
取
っ
た

	■
今
後
の
展
望

　

標
準
化
対
応
は
、
そ
も
そ
も
「
自
治
体
戦

略
２
０
４
０
構
想
研
究
会
」が
指
摘
し
た〈
従

来
の
半
分
の
職
員
で
も
機
能
す
る
ス
マ
ー
ト

自
治
体
〉
の
〝
基
盤
〟
と
し
て
整
備
さ
れ
て

き
た
も
の
だ
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
焦
点
は

〝
シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
〟か
ら〝
Ｄ
Ｘ
推
進
〟

へ
と
移
り
変
わ
る
。

　

業
務
の
効
率
化
の
面
で
は
、
３
市
と
も
に

〈
デ
ー
タ
の
自
動
連
携
〉
に
着
目
す
る
。

　
「
固
定
資
産
税
シ
ス
テ
ム
で
は
登
記
済
通

知
書
の
デ
ー
タ
取
り
込
み
が
必
須
要
件
と
な

る
。
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
た
い
」（
鹿

沼
市
）
と
歓
迎
す
る
ほ
か
、「
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
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茨城県笠間市
住所　茨城県笠間市中央三丁目2番1号
電話　0296-77-1101（代）
面積　240.40平方キロメートル
人口　69,881人（2026年5月1日現在）

豊かな自然と歴史・文化が息づくまち、笠間市。「笠
間焼」や「稲田石」の産地として知られ、色鮮やか
な絶景が広がる「笠間つつじ公園」や、日本三大稲
荷の一つといわれる「笠間稲荷神社」など名所も多い。
栽培面積・生産量日本一の「笠間の栗」を使ったス
イーツは老若男女問わず多くの支持を集める。
【DX推進計画に基づく取り組み】
『第2次DX推進計画』に基づき、行政手続きのオン
ライン化をはじめ、最新技術を採用した業務のデジ
タル化、電子通知など市民サービスの向上に取り組む。
生成AIの活用にも積極的で、2023年度の実証実験
を踏まえて独自に「生成AI利活用ガイドライン」を
策定し本格運用を進めるなど、職員の業務負担軽減
と行政サービスの質の向上を目指している。

栃木県鹿沼市
住所　栃木県鹿沼市今宮町1688-1
電話　0289-64-2111（代）
面積　490.64平方キロメートル
人口　89,076人（2026年5月1日現在）

恵まれた自然と伝統が調和するまち、鹿沼市。彫刻
屋台が華やかな鹿沼秋まつりで知られる「今宮神社」
や、四季折々の風景が美しい「古峯神社」など名所・
名跡も数多い。また、「鹿沼組子」や「鹿沼そば」、「い
ちご」など豊かな地域資源を有し、「いちご市」とし
ても知られている。
【DX推進計画に基づく取り組み】
市民が主役のまちづくりの指針である『第9次鹿沼市
総合計画』が、2026年4月からスタートした。
まちづくりのテーマの一つが、〈みんなが情報を共有
し必要な行政サービスを受けながら便利に暮らす「開
かれたまち」〉──行政手続きのオンライン化などで
“デジタル自治体かぬま”の実現を目指す。

埼玉県ふじみ野市
住所　埼玉県ふじみ野市福岡1-1-1
電話　049-261-2611（代）
面積　14.64平方キロメートル
人口　114,599人（2026年5月1日現在）

都会の利便性と豊かな自然が共存する、ふじみ野市。
都心まで約30分という“地の利”を生かし、商品流通
業や首都近郊農業などが盛んなまちだ。四季折々に
多彩な姿を見せる「新河岸川」（写真）や雑木林とい
った豊かな自然に、地元農産物を生かした「和紅茶」
「スイーツ」などが、訪れる人々を楽しませる。
【DX推進計画に基づく取り組み】
2026年3月、ICTとDXを融合させた新たな情報化
の指針として『ふじみ野市デジタル戦略計画（2026-
2031）』を策定した。デジタル技術を市民中心の温
かいサービスを提供するための“かけ橋”と位置付け、
今後の主な取り組みとして「フロントヤード改革」「オ
ンライン完結化の徹底」「パーソナライズされた情報
発信」──などを掲げている。

USER DATA

＊上から団体名50音順



用
し
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
計
測
し
た
結
果
を
固
定

資
産
税
シ
ス
テ
ム
に
自
動
入
力
す
る
こ
と
で
、

土
地
評
価
業
務
が
年
間
70
時
間
削
減
さ
れ

た
」（
ふ
じ
み
野
市
）
と
い
う
声
も
。

　

な
お
、
業
務
変
革
で
は
一
般
に
デ
ー
タ
連

携
と
と
も
に
デ
ー
タ
活
用
が
注
目
さ
れ
る
が
、

こ
の
点
、
地
方
税
法
上
の
守
秘
義
務
が
厳
格

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
行
政
保
有
デ
ー

タ
の
活
用
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
る
。

　

納
税
者
の
利
便
性
向
上
で
は
、「
来
庁
や

郵
送
の
手
間
を
軽
減
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
の
活
用
を
検
討
中
。
家
屋
評
価
に
必

要
な
図
面
提
出
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
段
階
的

に
対
象
を
拡
大
す
る
」（
ふ
じ
み
野
市
）
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
期
待
す
る
声
が
高
い
。

　

さ
ら
に
、
地
方
税
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
こ
れ

ま
で
も
国
主
導
で
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
、「
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、
国
の
動
き

に
即
し
て
遺
漏
な
く
後
手
に
回
ら
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
」（
笠
間
市
）
と
い
う
意

見
も
聞
か
れ
た
。

	■
ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ〝
待
っ
た
な
し
〟

　

取
材
で
は
、
当
社
の
移
行
支
援
や
標
準
仕

様
対
応
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
評
価
を
い
た

だ
い
た
一
方
で
、
当
初
課
税
業
務
で
は
シ
ス

テ
ム
切
り
替
え
に
伴
う
設
定
誤
り
な
ど
が
発

生
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
現
在
、
関
係
す
る
グ
ル
ー
プ
各
社
が
連

携
し
て
追
加
検
証
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
運
用
コ
ス
ト
が
従
来
よ
り
も
増
え

た
の
に
加
え
て
、
当
社
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
か

ら
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
環
境
に
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
る
速
度
遅
延
・
接
続
障
害
と
い
っ

た
予
期
せ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
る
。

　

運
用
コ
ス
ト
の
縮
減
や
シ
ス
テ
ム
の
安
定

運
用
・
定
着
に
向
け
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
増

強
を
図
っ
た
上
で
、
①
コ
ス
ト
最
適
化
に
向

け
て
利
用
状
況
を
把
握
す
る
、
②
稼
働
時
間

や
シ
ス
テ
ム
構
成
の
見
直
し
と
処
理
状
況
を

把
握
す
る
─
─
こ
と
に
取
り
組
む
。
並
行
し

て
、
公
共
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
の
活
用
も
検
討
中
だ
。

　

さ
ら
に
、
職
員
を
コ
ア
業
務
に
集
中
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
は
、
帳
票
印
刷
に
加
え
て
、

課
税
準
備
や
計
算
処
理
、
納
税
通
知
書
等
の

発
送
、
発
送
後
の
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
、

当
初
課
税
業
務
を
包
括
委
託
す
る
形
態
（
Ｂ

Ｐ
ａ
ａ
Ｓ*
）
の
研
究
も
進
め
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｃ
で
は
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
へ
の

対
応
は
完
了
し
た
が
、
一
部
の
機
能
に
つ
い

て
は
経
過
措
置
と
し
て
段
階
的
に
適
応
し
て

い
く
。
加
え
て
、
法
制
度
改
正
な
ど
に
よ
る

仕
様
変
更
へ
の
継
続
的
な
対
応
も
必
要
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
３
市
か
ら
は
「
シ
ス
テ
ム

開
発
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
実
務
担
当
者
の
意

見
や
提
案
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

標
準
化
が
完
了
し
、
い
よ
い
よ
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
と
業
務
変
革
が
本
格
化

す
る
中
で
、
多
く
の
期
待
も
い
た
だ
い
た
。

　
「
標
準
化
で
業
務
仕
様
の
差
異
が
縮
小
さ

れ
た
こ
と
で
、
好
事
例
に
学
び
や
す
く
な
っ

た
。
先
進
事
例
の
提
供
を
」（
ふ
じ
み
野
市
）

　
「
市
と
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
担
当
者
間
で
の
連
絡
体

制
を
強
化
し
た
こ
と
が
、
標
準
仕
様
へ
の
移

行
で
非
常
に
役
立
っ
た
。
今
後
も
継
続
し
業

務
改
善
に
つ
な
げ
た
い
」（
鹿
沼
市
）

　
「
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
も
業

務
効
率
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
へ
二
人

三
脚
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」（
笠
間
市
）

　

持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
住

民
満
足
度
の
一
層
の
向
上
の
た
め
に
、
ス

マ
ー
ト
自
治
体
へ
の
転
換
は〝
待
っ
た
な
し
〟

の
状
態
だ
。

　

当
社
で
は
か
ね
て
よ
り
「
ス
マ
ー
ト
行
政

Ｄ
Ｘ
」
を
掲
げ
、
住
民
と
の
接
点
か
ら
、
職

員
の
業
務
に
至
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
変
革
す
る
こ
と
に
努
め
て

き
た
。
い
ま
こ
そ
、
そ
の
積
み
重
ね
を
成
果

に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

（
特
別
取
材
班
）
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Ｔ
Ｋ
Ｃ
で
は
、
標
準
化
対
応
の

ゴ
ー
ル
を
２
０
２
６
年
度
の
当
初
賦

課
（
課
税
）
業
務
の
完
遂
と
位
置
付

け
て
、
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足

し
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

特
集
記
事
で
も
触
れ
た
と
お
り
、

標
準
仕
様
へ
の
対
応
に
伴
い
、
納
税

通
知
書
な
ど
の
様
式
変
更
や
封
入
・

封
か
ん
の
処
理
方
法
に
も
変
更
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
社
で
は
例
年
以
上
に

長
い
テ
ス
ト
期
間
を
設
け
、
お
客
さ

ま
の
協
力
の
下
に
各
種
確
認
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
部

で
シ
ス
テ
ム
不
具
合
な
ど
が
発
生
し

た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
お
お
む

ね
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
確
認
作
業
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
上
に
構
築
し
た
検
証
環
境

を
活
用
し
て
行
い
ま
し
た
。
お
客
さ

ま
に
標
準
仕
様
対
応
シ
ス
テ
ム
を
事

前
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
準
備
し

た
も
の
で
す
が
、
今
後
は
品
質
向
上

に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
検
証
の
場
と
す

る
な
ど
活
用
範
囲
の
拡
大
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

法
制
度
改
正
も
目
白
押
し

　

当
初
賦
課
（
課
税
）
業
務
で
は
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
法
制
度
改
正
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
27
年
度
は
地
方
税
以
外
の

公
金
に
お
け
る
「
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ
）」
対
応
後
、

初
め
て
の
当
初
賦
課
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
多
く
の
自
治
体
に
お

い
て
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
か

か
る
シ
ス
テ
ム
変
更
や
帳
票
の
見
直

し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
固
定
資
産
税
、
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
で
は
「
納
税
通
知

書
等
の
電
子
化
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

27
年
度
か
ら
は
法
人
分
、
28
年
度
か

ら
は
個
人
分
で
納
税
通
知
書
等
の
電

子
的
送
付
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
応
に
あ
た
っ
て
は
、「
納
税
通

知
書
電
子
送
付
申
出
用
Ｑ
Ｒ
の
印

字
」
な
ど
で
、
シ
ス
テ
ム
と
様
式
の

変
更
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
納
税
者

が
電
子
的
通
知
を
希
望
し
た
翌
年
度

か
ら
は
納
付
書
の
送
付
が
不
要
と
な

る
ほ
か
、
電
子
的
に
送
付
さ
れ
る
通

知
は
「
副
本
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

る
た
め
、
紙
と
電
子
の
併
用
を
前
提

と
し
た
運
用
へ
の
見
直
し
も
必
要
で

す
。
こ
れ
ら
の
対
応
も
、
標
準
化
対

応
と
同
様
に
、
シ
ス
テ
ム
・
運
用
の

両
面
か
ら
着
実
な
準
備
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
制
度
改
正
に
加
え
、
職

員
数
の
減
少
を
背
景
に
国
は
「
共
同

Ｂ
Ｐ
Ｏ
」
の
検
討
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｋ
Ｃ
で
も
、「
Ｂ
Ｐ
ａ
ａ
Ｓ
」

の
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
初
賦
課
（
課
税
）
業
務
に
お
け

る
確
認
・
修
正
、
納
税
通
知
書
等
の

発
送
や
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
、
業

務
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
職
員
の
業
務
負
担
軽
減
と
時
間

の
創
出
を
図
り
、
さ
ら
な
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　
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■ 納税通知書等の電子化（実現イメージ）

地
方
公
共
団
体

納
税
者
等

①納税通知書等を郵送（納通QR付き）

④ダウンロード

②電子的送付の申し出

⑤納付

eLTAX通知等
電子配信システム

認証機能

通知
ポータル

GビズID
（事業者向け）

マイナポータル
（個人向け）

GビズIDを活用
（事業者向け）

通知
インターフェース
システム

③データアップロード

通知ポータル

通知ポータル

当
初
賦
課（
課
税
）業
務
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
と
今
後
の
展
望
─
─
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｃ 

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部 

武
長
浩
史



	■
行
政
手
続
き
の
ス
マ
ー
ト
化
に
挑
む

─
─
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
へ
の
取
り
組
み
状
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

高
木　
近
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
急
速
な
進
展
に
よ

り
、
社
会
全
体
に
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ

ン
化
が
広
く
普
及
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
も

変
革
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
戸
市
で
は
、
２
０
２
０
年
に
『
行
財
政

改
革
方
針
２
０
２
５
』
を
策
定
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を

目
指
す
「
ス
マ
ー
ト
自
治
体
」
の
実
現
を
掲

げ
ま
し
た
。
そ
の
重
点
項
目
の
一
つ
が
「
行

政
手
続
き
ス
マ
ー
ト
化
」
で
す
。
こ
こ
で
い

う
〝
ス
マ
ー
ト
化
〟
と
は
、
各
種
申
請
・
届

出
・
報
告
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
ほ
か
、

郵
送
申
請
や
申
請
内
容
の
事
前
登
録
な
ど

〝
オ
ン
ラ
イ
ン
上
だ
け
で
は
完
結
し
な
い
〟

手
続
き
も
含
め
て
、
市
民
の
利
便
性
向
上
を

図
る
仕
組
み
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

方
針
で
は
、達
成
す
べ
き
成
果
と
し
て「
ス

マ
ー
ト
化
率
70
％
」
と
い
う
数
値
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
主
体
的
に
ス
マ
ー
ト

化
で
き
る
手
続
き
の
総
処
理
件
数
（
約
１
０

０
０
手
続
き
・
年
間
約
２
９
０
万
件
）
の
う

ち
、
２
０
０
万
件
超
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

特
に
影
響
度
の
大
き
い
40
手
続
き
を
選
び
、

優
先
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
、
全
庁
へ
方
針
を
周
知
徹
底
す
る
と
と

も
に
手
順
書
を
策
定
し
、
さ
ら
に
は
毎
年
度
、

成
果
の
検
証
・
見
直
し
・
改
善
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
み
の
実
効
性
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

─
─
そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ

ク
ラ
ウ
ド
ス
マ
ー
ト
申
請
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
「
ｅ-

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
（
神
戸
市
ス
マ
ー
ト
申

請
シ
ス
テ
ム
）」
を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

高
木　
市
民
・
職
員
双
方
の
負
担
軽
減
に
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
利
用
拡
大
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
、
21
年
７
月
に
「
ｅ-

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」

を
構
築
し
ま
し
た
。
現
在
、
各
種
行
政
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
窓
口
予
約
、
オ
ン

ラ
イ
ン
決
済
（
手
数
料
対
応
）、
一
部
の
電

子
交
付
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
者
数
は
、
26
年
４
月
現
在
で
個
人
が

約
47
万
６
０
０
０
人
、
法
人
は
約
３
万
７
０

０
０
法
人
に
達
し
ま
し
た
。
手
続
き
数
は
個

人
と
法
人
向
け
を
合
わ
せ
て
約
８
０
０
件
を

公
開
し
て
お
り
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に
利

用
が
定
着
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
〝
オ
ン

ラ
イ
ン
限
定
〟
の
手
続
き
も
登
場
し
、
例
え

ば
高
校
生
の
通
学
定
期
券
代
の
補
助
制
度
で

は
２
万
件
以
上
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
地
域
社
会
全
体
で
見
る
と
ま
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行政手続きのオンライン化は全国に広まる一方で、多くの自治体が
〈入口はデジタル化でも、その後の処理は未だにアナログ〉という壁
に直面している。神戸市は、総務省の「自治体フロントヤード改革モ
デルプロジェクト」の一環として、バックヤード業務の効率化を見据
えた実証に取り組んだ。これまでの取り組みと今後の展望を聞く。

「フロントヤード改革」先進事例 ▼ 兵庫県神戸市

企画調整局 デジタル戦略部

課長 高木智博氏 ／ 係長 今井丈二氏

特集2

オンライン申請と
  バックヤード連携
これまでの取り組みと今後の展望これまでの取り組みと今後の展望



だ
認
知
度
は
低
く
、
24
年
度
に
実
施
し
た
市

民
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
認
知
率
が
45
％
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。
一
方
で
「
対
象
手
続
き
を

増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
利
便
性
へ
の
期
待
は
高

い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
、
方
針
に
掲
げ

た
目
標
は
達
成
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
に
向

け
て
は
「
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
／

使
い
や
す
い
仕
組
み
か
」、「
機
能
は
充
足
し

て
い
る
か
」
な
ど
、
改
め
て
検
証
・
改
善
を

図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

	■
よ
り
便
利
な
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
へ

─
─
「
自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
モ
デ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
、
神
戸
市
の
「
デ
ー

タ
連
携
等
に
よ
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
業
務
効
率

化
」
が
採
択
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
市
が

保
有
す
る
市
民
デ
ー
タ
（
住
所
や
氏
名
、
各

種
資
格
情
報
な
ど
／
実
証
実
験
で
は
仮
デ
ー

タ
を
用
意
）
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
実
証
を
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
取
り
組

ま
れ
た
背
景
は
。

今
井　
24
年
度
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
伴

う
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
業
務
の
負
担
に
関
し
て
庁

内
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
浮
上
し

た
の
が
、〈
デ
ジ
タ
ル
で
申
請
を
受
け
付
け

て
も
、
そ
の
後
の
処
理
に
そ
の
デ
ー
タ
を
活

用
で
き
て
い
な
い
〉
こ
と
で
し
た
。
中
に
は

個
別
に
最
適
化
を
進
め
て
い
る
部
署
も
あ
り

ま
し
た
が
、
紙
に
印
刷
し
て
目
視
確
認
す
る

な
ど
ア
ナ
ロ
グ
処
理
が
数
多
く
残
っ
て
い
た

の
で
す
。
試
算
で
は
年
間
約
１
４
５
万
時
間

が
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
業
務
に
費
や
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
削
減
は
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
利
用
拡
大
を
進
め
る

に
は
、
汎
用
的
な
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
横
展

開
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
こ
で
、
全
庁

で
デ
ー
タ
連
携
等
に
よ
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
業

務
の
効
率
化
の
検
討
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

実
証
実
験
で
は
、
住
所
や
氏
名
、
各
種
資

格
情
報
と
い
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を

ｅ-

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
（
神
戸
市
ス
マ
ー
ト
申
請
シ

ス
テ
ム
）
へ
連
携
し
、
①
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
入
力
時
に
申
請
者
に
関
す
る
情
報
を
自
動

表
示
、
②
申
請
可
否
の
自
動
チ
ェ
ッ
ク
─
─

を
行
い
、
不
備
申
請
の
低
減
や
市
民
・
職
員

双
方
の
負
担
軽
減
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。

─
─
実
証
に
至
る
ま
で
に
、
取
り
組
ま
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

今
井　
も
と
も
と
本
改
革
を
進
め
る
た
め
に
、

先
述
し
た
庁
内
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
変
な
作
業
で
し
た
ね
。
例
え
ば
、

窓
口
・
郵
送
の
申
請
件
数
や
電
子
申
請
の
件
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行政が保有する住民データを活用したオンライン申請 実証実験の概要

実証実験の狙い ▼  行政手続きの入口から審査をデジタルでつなぎ、市民・職員双方の負担を軽減する

期待される効果

Before　従来のアナログ処理

市民の入力 資格の確認 事務処理

全項目を手入力
（誤記のリスク）

申請後に職員が
目視で確認

申請内容誤りによる
差し戻し処理

市民の入力 資格の確認 事務処理

パーソナルデータが
自動表示（正確）

申請前に
システムが自動で判定

差し戻し件数の
削減

After　実証実験（データ連携後）

Before 従来のアナログ処理 After 実証実験（データ連携後）

実証実験では、テストデータを使用し、職員が操作を体験

自治体が保有する住民データの連携による2つの機能

•プレフィル機能
氏名・住所・資格情報等を自
動表示し、市民の入力負担
と誤記を削減

•申請ガイド機能
申請前に資格の有無を自動
チェックし、対象外の場合は
警告を表示して不備申請を
防止

バックヤードの確認・
審査業務の負荷を削減
パーソナルデータを
用いることで
申請内容の正確性が高まり、
差し戻し処理を削減

今後について ▼  一部の手続きで本格運用を開始予定。そこで得た課題の検討・改善を行い、成功事例を横展開して全庁的な効率化へとつなげる

利用規約への同意と
利用者証明用電子証明書により
安全なデータ連携を実現

マイナンバーカードによる
本人同意

パーソナルデータ連携
職員：バックヤード市民：フロントヤード



数
、
あ
る
い
は
受
け
付
け
た
申
請
内
容
の
審

査
・
入
力
・
決
裁
な
ど
各
工
程
別
に
か
か
る

時
間
の
算
出
─
─
等
々
、
正
し
い
情
報
の
把

握
が
必
要
で
、
原
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

を
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。
調
査
へ
の
回
答

は
時
間
が
か
か
る
た
め
所
管
課
は
面
倒
に
感

じ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
点
が
整
理
で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
得
ら
れ
た
課
題
や
解
決
策
を
整
理

し
、
25
年
春
に
全
庁
に
向
け
て
説
明
会
を
実

施
。
こ
こ
で
協
力
し
て
く
れ
る
所
管
課
を

募
っ
て
、
対
象
手
続
き
を
選
定
の
上
、
具
体

的
な
検
証
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
課
題
意
識
を
持
つ
職
員
が
集
ま
っ
た
と

は
い
え
、
や
は
り
「
自
分
た
ち
の
手
続
き
の

最
適
化
」
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
た
め
、
汎

用
的
に
使
え
る
部
分
だ
け
を
抽
出
し
て
議
論

す
る
な
ど
、
す
り
合
わ
せ
に
は
時
間
を
要
し

ま
し
た
。

─
─
今
回
の
実
証
で
得
ら
れ
た
成
果
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

今
井　
ま
ず
、
複
数
の
手
続
き
を
対
象
に
検

証
し
た
こ
と
で
、
導
入
に
あ
た
り
何
が
ハ
ー

ド
ル
に
な
る
か
幅
広
い
論
点
整
理
が
行
え
ま

し
た
。
例
え
ば
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
や
、

関
連
す
る
業
務
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
所
管
課
と

の
調
整
と
い
っ
た
段
取
り
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
手
続
き
ご
と
に
自
動
表
示
や

申
請
可
否
の
自
動
チ
ェ
ッ
ク
に
必
要
と
な
る

デ
ー
タ
項
目
の
確
認
・
整
理
が
で
き
た
こ
と

も
有
益
で
し
た
。

　

最
大
の
成
果
は
、〈
市
民
・
職
員
双
方
の

時
間
削
減
と
負
担
軽
減
〉
が
見
込
め
る
と
分

か
っ
た
こ
と
で
す
。
今
回
は
仮
デ
ー
タ
を
使

用
し
て
職
員
が
実
証
を
行
っ
た
た
め
、
あ
く

ま
で
も
参
考
値
で
す
が
、
正
確
な
情
報
を
プ

レ
フ
ィ
ル
（
あ
ら
か
じ
め
表
示
す
る
こ
と
）

す
る
こ
と
で
、
市
民
の
申
請
入
力
に
か
か
る

時
間
が
減
り
、
職
員
の
審
査
項
目
も
減
る
、

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

	■
業
務
効
率
化
へ
、
課
題
は
山
積
み

─
─
デ
ー
タ
連
携
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
業
務
の

効
率
化
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
市
区
町
村
が

注
目
し
て
い
ま
す
。
推
進
す
る
上
で
の
課
題

は
何
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

今
井　
第
一
に
、
手
続
き
ご
と
に
異
な
る
審

査
項
目
や
連
携
仕
様
を
整
理
す
る
こ
と
の
難

し
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

神
戸
市
で
も
引
き
続
き
、
各
課
と
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

第
二
が
、
現
時
点
で
は
デ
ー
タ
連
携
の
範

囲
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
で
す
。
中
長
期
的

に
デ
ー
タ
連
携
を
考
え
る
に
は
、
や
は
り
標

準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
が
大
前
提
で

す
。
神
戸
市
で
は
標
準
化
対
応
を
進
め
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
連
携
す
る
こ
と
で
、

よ
り
高
い
効
果
が
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　

第
三
が
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
整
理
で
す
。
同
意
の
取
得
や
目
的
外
利
用

の
整
理
と
い
っ
た
点
で
も
十
分
な
検
討
が
必

要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
に
も
、
デ
ー
タ
連
携
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
準
備
や
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
で
、
保

有
す
る
各
種
情
報
の
利
用
承
認
や
庁
内
調
整

な
ど
、
乗
り
越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
も
少
な
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く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

解
決
す
べ
き
課
題
は
山
積
み
で
す
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
の
利
用
拡
大
は
住
民
・
職
員

双
方
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
申
請
率
の
向
上
と
と
も
に
、
申

請
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
の
ま
ま
連
携
・
活
用

し
て
効
果
を
最
大
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
そ
う
し
た
中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ

ス
テ
ム
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

今
井　
行
政
手
続
き
は
、
多
種
多
様
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
事
務
に
限
ら
れ
な
い
手

続
き
も
数
多
く
、
カ
ー
ド
未
保
有
者
へ
の
対

応
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
シ
ス
テ
ム
に
は
、
多
様
な
行
政
手
続

き
へ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
汎
用
性
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
加
え
て
、
継
続
的
な
機
能
拡
張
に

加
え
、
市
民
の
体
感
と
し
て
の
Ｕ
Ｉ
（
シ
ス

テ
ム
の
見
た
目
や
操
作
性
）
や
Ｕ
Ｘ
（
利
用

を
通
じ
て
得
ら
れ
る
体
験
や
感
情
）
の
向
上

に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を
進
め
る
上
で
は
、

原
則
と
し
て
〈
業
務
は
デ
ジ
タ
ル
処
理
で
自

動
化
す
る
〉
方
針
で
、
今
後
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
充

実
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
連
携
強
化
に
も
注
目
し

て
い
ま
す
。
申
請
か
ら
審
査
ま
で
デ
ジ
タ
ル

で
完
結
す
る
に
は
、
申
請
管
理
や
デ
ー
タ
連

携
を
見
据
え
た
ト
ー
タ
ル
設
計
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
連
携
可
能
な
デ
ー
タ
項
目
の
拡
充
や

プ
レ
フ
ィ
ル
機
能
の
強
化
と
い
う
点
で
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
に
は
常
に
進
化

し
続
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

	■
や
め
る
・
へ
ら
す
・
か
え
る
で

	■
職
員
も
楽
に

─
─
今
後
の
計
画
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
井　
実
証
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら

一
部
手
続
き
で
プ
レ
フ
ィ
ル
機
能
と
申
請
ガ

イ
ド
機
能
の
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

運
用
を
通
じ
て
課
題
を
抽
出
し
、
解
決
策
の

検
討
や
改
善
を
重
ね
、
27
年
度
以
降
の
展
開

に
つ
な
げ
て
い
く
計
画
で
す
。

高
木　
少
子
高
齢
化
・
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
よ
り
、
職
員
数
も
減
り
続
け
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
い
ず
れ
の
自
治
体
に
お
い
て

も
、〈
や
め
る
・
へ
ら
す
・
か
え
る
〉
の
視

点
に
基
づ
く
業
務
改
革
は
避
け
ら
れ
な
い

テ
ー
マ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
行
政
手
続
き

の
〝
ス
マ
ー
ト
化
〟
は
、
市
民
の
利
便
性
向

上
を
中
心
に
申
請
手
続
き
の
チ
ャ
ネ
ル
・
機

会
の
拡
大
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
〝
ス
マ
ー
ト
化
（
デ
ジ
タ

ル
化
）〟
に
よ
り
職
員
の
業
務
の
効
率
化
・

ス
ピ
ー
ド
化
も
並
行
し
て
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き

た
基
盤
を
生
か
し
な
が
ら
、
使
わ
れ
る
仕
組

み
へ
と
進
化
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
Ａ
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
や
申
請
管

理
シ
ス
テ
ム
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
等
を
組
み
合
わ
せ
て

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
業
務
の
自
動
化
・
最
適
化
を

図
る
ほ
か
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
業
務
の
可
視

化
、
継
続
的
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
、

な
ど
に
よ
り
、
市
民
・
職
員
の
双
方
に
価
値

の
高
い
Ｄ
Ｘ
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

	

（
太
田
千
晶
）
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─
─
神
川
町
で
は
、
標
準
化
（
２
０
２
６
年

２
月
本
稼
働
）
を
機
に
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
基
幹
業
務

シ
ス
テ
ム
へ
切
り
替
え
ま
し
た
。

岩
井　
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
提
供
事
業
者

が
、
標
準
仕
様
へ
の
対
応
を
機
に
自
社
製
品

の
販
売
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
、
神
川
町

で
は
業
務
環
境
の
刷
新
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
受
け
て
く
れ
る
事
業
者
が
な
か

な
か
見
つ
か
ら
ず
、
情
報
収
集
に
も
苦
労
す

る
中
で
、
埼
玉
県
町
村
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同

化
推
進
協
議
会
に
は
い
ろ
い
ろ
と
相
談
に

乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
推
進
協
議
会
が
共
同
利
用
す
る

Ｔ
Ｋ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
の
採
用
を
決
め
た
の
は
、

協
議
会
に
参
加
す
る
他
団
体
と
の
〝
連
携
〟

が
容
易
な
こ
と
と
、
何
か
あ
っ
た
時
に
も
仲

間
に
相
談
で
き
る
〝
安
心
感
〟
で
し
た
。

	■

標
準
化
を
機
に
共
同
利
用
を
選
択

─
─
シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
と
標
準
仕
様
へ

の
対
応
を
振
り
返
っ
て
、
い
か
が
で
す
か
。

吉
田　
25
年
度
に
担
当
職
員
２
名
が
異
動
と

な
り
、
新
体
制
で
シ
ス
テ
ム
切
り
替
え
と
標

準
仕
様
へ
の
対
応
に
臨
み
ま
し
た
。
無
事
に

移
行
す
る
ま
で
大
変
な
作
業
に
な
る
だ
ろ
う

と
覚
悟
し
ま
し
た
。
総
合
政
策
課
と
し
て
ま

ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、
原
課
に
聞
き
な
が
ら

〈
現
状
ど
う
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
シ

ス
テ
ム
間
・
外
部
機
関
と
ど
う
連
携
し
て
い

る
の
か
〉
を
整
理
す
る
こ
と
で
し
た
。

岩
井　
異
動
し
て
す
ぐ
移
行
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
、
不
安
で
し
た
。
最
も
心
配
だ
っ

た
の
は
、「
新
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
が
正
し

く
移
行
さ
れ
て
、
業
務
が
滞
ら
ず
に
継
続
で

き
る
か
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の
点
は
ス
ム
ー

ズ
に
い
き
過
ぎ
て
、
逆
に
大
丈
夫
か
な
と
思

う
ほ
ど
で
し
た
。
Ｔ
Ｋ
Ｃ
に
は
専
任
チ
ー
ム

に
よ
る
支
援
体
制
を
と
っ
て
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。
移
行
期
間
に
開
催
し
た
ワ
ー

キ
ン
グ
は
１
０
０
回
・
５
０
０
時
間
を
超
え
、

「
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
る
こ
と
で
操
作
や
運
用

が
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
職
員
の
不
安
に
、

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
応
対
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

─
─
円
滑
に
進
ん
だ
要
因
と
し
て
、
職
員
の

皆
さ
ん
の
意
識
の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

岩
井　
シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
・
標
準
仕
様

へ
の
対
応
は
、
原
課
職
員
に
大
き
な
負
担
が

か
か
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
に
は
庁
内
の

意
識
醸
成
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
点
、
神
川
町
の
場
合
、
各
課
の
職
員

が
非
常
に
協
力
的
で
し
た
。
そ
の
根
幹
に
は
、

「
こ
れ
ま
で
と
は
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、

し
っ
か
り
取
り
組
ま
な
い
と
業
務
が
継
続
で

き
な
く
な
る
」
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に
シ
ス
テ
ム
単
位
で

近
隣
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視
察
を
行
う

な
ど
、
原
課
主
導
で
ど
ん
ど
ん
進
め
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
課
題
や
業
務
フ

ロ
ー
の
変
更
点
な
ど
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と

も
〝
追
い
風
〟
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
相
乗
効
果
と
し
て
、
業
務
フ
ロ
ー
や
運

用
な
ど
長
年
放
置
さ
れ
て
き
た
〝
慣
習
〟
を

見
直
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

総
合
政
策
課
と
し
て
工
夫
し
た
点
で
は
、

各
課
に
パ
ソ
コ
ン
を
１
、
２
台
設
置
し
て
職

員
が
自
由
に
新
シ
ス
テ
ム
に
触
れ
る
環
境
を

ユーザー事例

標準化 完了、業務改革は次のステージへ
▶総合政策課 課長 若林貴之 氏 ／ 主査 吉田拓二 氏 ／ 主任 岩井亮介 氏

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
／
埼
玉
県
神
川
町

左から、若林課長、吉田主査、岩井主任
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用
意
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
デ
ー
タ

抽
出
か
ら
セ
ッ
ト
ま
で
の
本
番
移
行
前
の
検

証
期
間
も
含
め
、
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ
て
か
ら

本
稼
働
を
迎
え
た
こ
と
で
、
混
乱
す
る
こ
と

な
く
新
た
な
業
務
環
境
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

で
き
ま
し
た
。

─
─
本
稼
働
日
と
衆
議
院
選
挙
の
日
程
が
重

な
る
と
い
う
“
番
狂
わ
せ
”
も
あ
り
ま
し
た
。

岩
井　
そ
の
前
に
、
本
稼
動
日
を
一
度
変
更

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
再
調
整
は
困
難
で
、

そ
の
ま
ま
乗
り
切
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

期
日
前
投
票
期
間
中
に
ひ
や
り
と
し
た
瞬
間

は
あ
り
ま
し
た
が
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
協

力
に
加
え
て
、
選
挙
シ
ス
テ
ム
以
外
の
移
行

検
証
を
投
票
日
前
日
の
土
曜
日
に
完
了
で
き

た
こ
と
で
、
投
開
票
に
影
響
す
る
こ
と
な
く

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

─
─
当
社
の
サ
ポ
ー
ト
は
い
か
が
で
し
た
か
。

岩
井　
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
本
稼
働
日

前
後
の
人
の
多
さ
で
す
（
笑
）。
今
回
、
シ

ス
テ
ム
の
切
り
替
え
と
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
へ
の
移
行
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
で
も
唯
一
の
事
例
と

の
こ
と
で
、
総
出
で
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

運
用
開
始
後
に
質
問
が
増
え
る
こ
と
を
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
継
続
し
た
サ
ポ
ー
ト

も
あ
り
、
職
員
が
安
心
し
て
シ
ス
テ
ム
を
利

用
で
き
る
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

	■

い
ざ
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
へ

─
─
以
前
と
比
べ
て
、
シ
ス
テ
ム
の
操
作
性

や
業
務
は
ど
う
変
わ
り
ま
し
た
か
。

吉
田　
シ
ス
テ
ム
の
操
作
に
慣
れ
て
い
な
い

た
め
戸
惑
う
場
面
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
私

自
身
は
業
務
が
や
り
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
業
務
上
の
大
き
な
変
化

は
、
デ
ー
タ
入
力
作
業
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
将
来
も
見
据
え
て
運
用
フ
ロ
ー
の

見
直
し
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

─
─
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

岩
井　
標
準
化
対
応
が
完
了
し
、
次
は
「
総

合
的
な
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
」
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
重
視
し
て
い

る
の
は
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
で
す
。

　

書
か
な
い
窓
口
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

単
体
利
用
で
は
紙
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
変
わ
っ

た
だ
け
で
、
住
民
の
利
便
性
は
向
上
し
て
も

職
員
の
負
担
軽
減
に
は
結
び
付
い
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
フ
ロ
ン
ト
／
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
連
携
を
進
め
る
考
え
で
す
。

　

た
だ
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
経
費
は
標
準
化

前
と
比
べ
て
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
Ｔ
Ｋ
Ｃ

に
は
、
引
き
続
き
コ
ス
ト
の
最
適
化
に
取
り

組
ん
で
も
ら
う
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

若
林　
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
多
様
な
行

政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
し
て
安
定
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
神
川
町
と
し
て
も
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

大
き
な
社
会
環
境
変
化
に
直
面
す
る
い
ま
、

推
進
協
議
会
は
大
変
心
強
い
存
在
で
す
。
事

務
局
や
推
進
協
議
会
に
参
加
す
る
県
内
町
村

と
協
力
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。（
金
子
瑠
海
）

標準化 完了、業務改革は次のステージへ
▶総合政策課 課長 若林貴之 氏 ／ 主査 吉田拓二 氏 ／ 主任 岩井亮介 氏

埼玉県神川町
住所　埼玉県児玉郡神川町大字植竹909
電話　0495-77-2111（代）
面積　47.4平方キロメートル
人口　12,636人（2026年5月1日現在）

埼玉県北西部に位置し、豊かな自然と歴史が息づく
魅力的なまち、神川町。神流川（かんながわ）の清
流と城峯山（じょうみねさん）に抱かれたまちは、
特産品の梨などの栽培が盛んだ。日本武尊創建とし
て有名な金鑚（かなさな）神社をはじめ、古墳群や
伝統的なまつりのほか、春は桜、秋は冬桜（写真左）
と紅葉など数々の花スポットも楽しめる。
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─
─
窓
口
改
革
に
つ
い
て
、
現
在
の
取
り
組

み
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

片
桐　
西
尾
市
で
は
、『
西
尾
市
Ｄ
Ｘ
基
本

方
針
』（
２
０
２
６
年
４
月
改
定
）
に
基
づ

き
、
今
後
、
人
員
や
財
源
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス

不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
で
も
持
続
可
能
な
行

政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、〈
変
革
を
前
提

と
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
〉
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
単
な
る
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
仕
組

み
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
申
請
か
ら
手
続
き

完
了
ま
で
〝
デ
ジ
タ
ル
完
結
〟
へ
の
完
全
転

換
を
図
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

並
行
し
て
、
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
も
進

め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
窓

口
の
強
化
や
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
活
用

に
よ
り
、〈
行
か
な
い
・
書
か
な
い
・
待
た

な
い
〉
窓
口
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
方
へ
の
対
話
型
支
援

や
申
請
補
助
に
よ
り
、〝
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
〟
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

だ
の
が
、「
ら
く
っ
と
窓
口
」（
か
ん
た
ん
窓

口
シ
ス
テ
ム
）
で
す
。
行
政
手
続
き
に
か
か

る
市
民
の
負
担
を
軽
減
し
、
よ
り
シ
ー
ム
レ

ス
な
申
請
の
実
現
を
狙
っ
て
、
24
年
２
月
よ

り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

	■

シ
ー
ム
レ
ス
な
手
続
き
を
実
現

片
桐　
ら
く
っ
と
窓
口
は
現
在
、
市
民
課
や

保
険
年
金
課
な
ど
本
庁
舎
１
・
２
階
の
窓
口

業
務
担
当
課
に
設
置
し
、
職
員
が
聞
き
取
り

を
行
い
な
が
ら
申
請
情
報
を
入
力
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
手
続
き
に
不
慣
れ
な
市

民
に
も
丁
寧
な
聞
き
取
り
と
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
え
ば
住
民
異
動
手
続
き
の
場
合
、

シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
た
申
請
情
報
は
、
住
民

票
の
交
付
申
請
や
印
鑑
登
録
申
請
な
ど
関
連

手
続
き
に
も
活
用
で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

市
民
の
負
担
軽
減
に
加
え
て
、
手
続
き
の
案

内
漏
れ
の
防
止
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
時
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

運
転
免
許
証
な
ど
か
ら
基
本
４
情
報
を
読
み

取
る
ほ
か
、
今
年
３
月
か
ら
は
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
上
の
デ
ー
タ
連
携
基
盤
を
活
用
し

て
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
宛
名
情
報
の
ほ

か
に
、
資
格
情
報
の
反
映
に
も
対
応
で
き
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
デ
ー
タ

入
力
に
か
か
る
職
員
負
担
の
軽
減
や
、
申
請

内
容
の
正
確
性
向
上
へ
有
効
に
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
事
務
処
理
時
間
の

削
減
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

─
─
運
用
上
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

片
桐　
ら
く
っ
と
窓
口
の
導
入
で
、
ト
ー
タ

ル
で
は
行
政
手
続
き
に
か
か
る
時
間
短
縮
に

は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

職
員
側
で
は
窓
口
対
応
の
時
間
が
増
え
、
市

民
側
で
も
①
職
員
の
聞
き
取
り
・
入
力
に
時

間
が
か
か
る
、
②
シ
ス
テ
ム
操
作
待
ち
で
窓

口
が
混
雑
す
る
─
─
な
ど
新
た
な
〝
不
満
〟

も
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、

25
年
10
月
か
ら「
事
前
申
請
連
携
機
能
」（
ス

マ
ー
ト
申
請
シ
ス
テ
ム
の
申
請
情
報
を
か
ん

た
ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
に
連
携
す
る
機
能
）
と
、

「
来
庁
予
約
機
能
」の
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

ユーザー事例

住民に便利で、職員が働きやすい市役所へ
▶総合政策部 情報政策課 主査 片桐大輔 氏

か
ん
た
ん
窓
口+

ス
マ
ー
ト
申
請
／
愛
知
県
西
尾
市

左から、片桐主査、山口峻矢 主事／撮影場所：市役所前の「バラ色ポスト」
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こ
れ
に
伴
い
、
ら
く
っ
と
窓
口
の
運
用
フ

ロ
ー
も
一
部
見
直
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

通
常
申
請
と
事
前
申
請
で
異
な
る
運
用
フ

ロ
ー
の
混
在
を
避
け
る
た
め
、
事
前
申
請
と

同
様
に
通
常
申
請
で
も
窓
口
に
用
意
し
た
二

次
元
コ
ー
ド
を
使
用
し
て
転
入
・
転
出
・
転

居
を
受
け
付
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
窓
口
対
応
に
時
間
が
か
か
る
一
因

と
し
て
、
手
続
き
の
案
内
漏
れ
が
な
い
よ
う

設
問
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
実
務
に
即
し
て
内

容
を
見
直
す
な
ど
効
果
的
な
方
法
を
確
立
し
、

滞
在
時
間
の
短
縮
や
業
務
の
平
準
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

	■

利
用
促
進・連
携
強
化
で
Ｄ
Ｘ
を
加
速

─
─
今
後
の
計
画
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

片
桐　
ら
く
っ
と
窓
口
は
、
市
民
課
の
業
務

か
ら
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
し
て
、
対
象
窓
口

の
拡
大
や
事
前
申
請
・
来
庁
予
約
な
ど
段
階

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
進
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
対
象
業
務
の
さ
ら
な
る
拡
大
と
、
庁

内
で
の
利
用
浸
透
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
定
例
会
や
操
作
研
修
を

通
じ
て
庁
内
に
使
い
方
を
周
知
し
、
シ
ス
テ

ム
活
用
の
定
着
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
「
ス

マ
ホ
用
電
子
証
明
書
」
対
応
も
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
完
結
化

に
も
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
重
視

し
て
い
る
の
が
〈
行
か
な
い
窓
口
〉
で
、
そ

の
延
長
線
上
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
〝
バ
ー

チ
ャ
ル
市
役
所
〟
の
実
現
も
視
野
に
入
れ
て

い
ま
す
。
窓
口
に
来
な
く
て
も
で
き
る
手
続

き
は
ま
だ
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
手
続
き

の
種
類
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
西
尾
市
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
入
口
と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用
し
、

成
人
式
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
道
路
損
傷
の
通

報
な
ど
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
仕
組

み
を
う
ま
く
活
用
し
て
、
行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
完
結
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
検
討
す

る
予
定
で
す
。

　

そ
の
他
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
利
用
拡
大
も
計
画

し
て
い
ま
す
。
す
で
に
利
用
中
の
市
民
向
け

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
加
え
て
、
窓
口
対

応
や
案
内
業
務
、
イ
ベ
ン
ト
作
成
支
援
な
ど

で
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
職
員
数
が
減
少
す
る
中
で
も

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
が
可
能
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
活
用
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
現
在
、
国
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
軸
に
庁
内
外
シ
ス
テ
ム

の
デ
ー
タ
連
携
を
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
、

そ
の
動
き
も
踏
ま
え
な
が
ら
市
民
の
利
便
性

を
一
層
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

西
尾
市
Ｄ
Ｘ
基
本
方
針
で
は
、
２
０
４
０

年
に
目
指
す
理
想
像
と
し
て
、「
市
民
に

と
っ
て
便
利
な
市
役
所
」「
職
員
に
と
っ
て

働
き
や
す
い
市
役
所
」
の
実
現
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
向
け
て
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
行
い
、
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
に
は
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
継
続
的
な
改
善
と
誰
に
で
も
分

か
り
や
す
い
シ
ス
テ
ム
へ
の
進
化
、
職
員
の

一
層
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
機
能
強
化
を

期
待
し
て
い
ま
す
。	

（
佐
藤
仁
美
）

住民に便利で、職員が働きやすい市役所へ
▶総合政策部 情報政策課 主査 片桐大輔 氏

愛知県西尾市
住所　愛知県西尾市寄住町下田22番地
電話　0563-56-2111（代）
面積　161.22平方キロメートル
人口　168,705人（2026年5月1日現在）

県中央部を流れる矢作川流域の南端に位置する“三
河の小京都”西尾市。抹茶の有数な産地であるほか、
バラの苗では日本一の出荷量を誇り、市内にはこれ
ら特産品をイメージした郵便ポストも設置されてい
る。アートの島・佐久島のほか、歴史的な史跡・名
所が点在する豊かな自然と歴史・文化が調和するま
ちだ（写真は、三河一色大提灯まつり）。
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国
は
、
政
府
機
関
・
地
方
公
共
団
体
、
民

間
企
業
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
る
た
め
、〝
デ
ジ
タ
ル
シ
ー
ム

レ
ス
〞
の
実
現
を
掲
げ
、
そ
の
ピ
ー
ス
と
し

て
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
の
普
及
・
定
着
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
市
区
町
村
に
対
し
て
は
、『
令
和
６
年
度

の
地
方
財
政
の
見
通
し
・
予
算
編
成
上
の
留

意
事
項
等
に
つ
い
て
』（
２
０
２
４
年
１
月

22
日
／
総
務
省
事
務
連
絡
）
で
ペ
ポ
ル
イ
ン

ボ
イ
ス
の
積
極
的
な
導
入
を
要
請
さ
れ
た
ほ

か
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
行
す
る
〈
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
利
用
料
の
請
求
〉
に
お
い
て
ペ

ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
も
選
択
で
き
る
な
ど
、
今

後
、
そ
の
活
用
機
運
が
急
速
に
高
ま
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

	■
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
と
は

　
「
ペ
ポ
ル
」
と
は
、
請
求
書
な
ど
の
電
子

文
書
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
や
り
取
り
す
る

た
め
の
国
際
的
な
標
準
仕
様
の
こ
と
で
、
日

本
で
は
デ
ジ
タ
ル
庁
が
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
デ

ジ
タ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
の
標
準
仕
様
（
Ｊ
Ｐ 

Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
）
を
公
開
、
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
本
版
標
準
仕
様
に
基
づ
き
、
か
つ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
構
築
さ
れ
た
ペ
ポ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
送
受
信
さ
れ
る
デ
ジ
タ

ル
イ
ン
ボ
イ
ス
を
Ｔ
Ｋ
Ｃ
で
は
「
ペ
ポ
ル
イ

ン
ボ
イ
ス
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

①
送
り
手
側
：
請
求
書
の
印
刷
・
封
入
・
投

函
に
か
か
る
作
業
負
担
や
郵
送
コ
ス
ト
を
削

減
で
き
る
、
②
受
け
手
側
：
人
の
手
を
介
す

る
こ
と
な
く
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
等
に
請
求

デ
ー
タ
を
容
易
に
連
携
で
き
、
保
管
・
管
理

の
手
間
も
省
け
る
な
ど
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業

務
を
効
率
化
で
き
る
│
│
な
ど
、
民
間
企
業

を
中
心
に
利
用
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

	■
ペ
ポ
ル
の
仕
組
み

　
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
送
り
手
と
受
け

手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ポ
ル
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
経
由
し
て
電
子
メ
ー
ル
の
よ
う
に
送
受

信
す
る
仕
組
み
で
、
双
方
が
利
用
す
る
シ
ス

テ
ム
や
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
異
な
っ
て
い

て
も
、
ペ
ポ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る

全
て
の
ユ
ー
ザ
ー
と
や
り
と
り
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
に
は
、
ペ
ポ

ル
Ｉ
Ｄ
（
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の
登
録

番
号
ま
た
は
法
人
番
号
）
や
取
引
先
の
名
称
、

品
名
、
単
価
、
数
量
、
取
引
金
額
な
ど
必
要

な
情
報
が
、
構
造
化
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
（
Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
）
と
し
て
セ
ッ
ト
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ

と
は
異
な
り
、
記
載
事
項
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
直
接
読
み
込
め
る
た
め
、
人
の
手
を
介
す

る
こ
と
な
く
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
等
に
デ
ー

タ
を
容
易
に
連
携
で
き
ま
す
。

　
市
区
町
村
が
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
送
り
手
（
事
業
者
）
側
で
は

請
求
書
発
行
に
か
か
る
コ
ス
ト
と
手
間
を
削

減
で
き
、
受
け
手
側
（
市
区
町
村
）
は
起
票

業
務
の
効
率
化
に
加
え
、〝
紙
〞
の
請
求
書

自治体にも広がるペポルイ ンボイス

図1 ▼ 紙の請求書、電子インボイス、デジタルインボイスとの相違点

株式会社TKC 自治体DX推進本部

紙 電子インボイス
（PDFやExcelデータのメール送付）

デジタルインボイス
（XMLやCSVデータのシステム送付） ペポルインボイス

送
り
手（
事
業
者
）

印刷や
封入の手間

データで
送れる

データで
送れる

データで
送れる

受
け
手（
市
区
町
村
）

入力処理の
手間

入力処理の
手間

送り手と同じ
システムの場合
自動処理が可能

送り手と同じ
システムの場合
自動処理が可能

送り手と異なる
システムの場合
入力処理の手間

送り手と異なる
システムの場合
自動処理が可能

出典：国税庁HP「事業者のデジタル化促進」を参考にTKC作成

×
× × ×
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を
受
領
・
保
管
・
管
理
す
る
必
要
が
な
く
な

り
、
市
区
町
村
と
取
引
先
事
業
者
の
双
方
で

〝
デ
ジ
タ
ル
完
結
〞
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

や
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

⚫
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
の
流
れ

　
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
を
導
入
す
る
に
は
、

次
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

１
対
応
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
の
受
信
に
対
応
し
た

電
子
請
求
書
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
、
財
務
会

計
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
加
え
て
、
導
入
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ス
テ
ム
が

接
続
す
る
ペ
ポ
ル
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
確

認
し
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
デ
ジ

タ
ル
庁
等
の
認
定
を
受
け
た
ペ
ポ
ル
サ
ー
ビ

ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
提
供
し
て
お
り
、
日
本

で
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
を
含
め
42
社
（
26
年
４
月
24
日

時
点
）
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
ペ
ポ
ル
Ｉ
Ｄ
の
取
得

　

ペ
ポ
ル
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
か
ら

「
ペ
ポ
ル
Ｉ
Ｄ
」
を
取
得
し
ま
す
。
ペ
ポ
ル

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
の
手
続
き
の
中
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

３
送
受
信
の
相
手
先
の
管
理

　
ペ
ポ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
送
受
信
で
は
、

ペ
ポ
ル
Ｉ
Ｄ
を
ア
ド
レ
ス
と
し
て
相
手
先
と

や
り
取
り
を
行
い
ま
す
。

　
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
を
送
受
信
す
る
際
に

は
、
事
前
に
相
手
先
の
ペ
ポ
ル
Ｉ
Ｄ
を
確
認

し
、
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

	■
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
対
応

　
Ｔ
Ｋ
Ｃ
で
は
、
今
春
、
市
区
町
村
向
け
財

務
会
計
シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
ク
ラ
ウ
ド
公

会
計
シ
ス
テ
ム
」
の
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能
と
し

て
、
新
た
に
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
本
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
①
受
領
し
た
ペ
ポ
ル

イ
ン
ボ
イ
ス
（
請
求
デ
ー
タ
）
を
公
会
計
シ

ス
テ
ム
に
自
動
で
取
り
込
み
、
②
支
出
命
令

起
票
時
に
必
要
な
項
目
を
請
求
デ
ー
タ
か
ら

自
動
転
記
、③
そ
の
後
の
決
裁
（
電
子
決
裁
）

や
支
払
い
処
理
ま
で
、
請
求
・
支
払
い
に
関

す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
で
完
結

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
の
普
及
策
の

一
環
と
し
て
、
市
区
町
村
の
取
引
先
事
業
者

が
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
を
〝
か
ん
た
ん
〞
に

送
信
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
Ｔ
Ｋ
Ｃ
で
は
、
今
後
も
電
子
決
裁
や
電
子

請
求
書
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
な
ど
〈
財
務
会

計
シ
ス
テ
ム
を
起
点
と
し
た
内
部
事
務
Ｄ
Ｘ

推
進
サ
ー
ビ
ス
〉
の
提
供
を
通
じ
て
、
デ
ジ

タ
ル
完
結
に
よ
る
お
客
さ
ま
の
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
業
務
の
効
率
化
を
ご
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

自治体にも広がるペポルイ ンボイス
スマート行政最前線

！

図2 ▼ 公会計システムのペポルインボイス対応

LGWAN LGWAN
PCdesk

税理士 法人

地方税共通納税システム

eLTAX
ポータルセンタ

審査システム

eLTAX
認定委託先事業者等

基幹システム

❶eL-QR付き納付書発布

❺納付情報を取り込み

❹納付情報送信
公金関連業務システム

地方公共団体
市販税務ソフト

インターネットインターネット インターネットインターネット ＬＧＷＡＮＬＧＷＡＮ

職 員

市区町村TKCデータセンター

取引先
企業B

取引先
企業A

電子請求書サービス（ペポルインボイス）連携のイメージ

ペポル
インボイス

ペポル
インボイス

電子請求書サービス

TASKクラウド
公会計システム

請求書データ
一覧

請
求
書
デ
ー
タ
転
記

請
求
書
デ
ー
タ
選
択

支出命令
起票

請求書データ
取得

電子請求書
サービス連携

取引先
企業C

請求書データ送付

請求書データ登録

ペポル
アクセスポイント

請求書データ送付

請求書データ送付

ＬＧＷＡＮＬＧＷＡＮ

職 員

市区町村TKCデータセンター取引先企業

ペポル
アクセスポイント

ペポル
アクセスポイント

請求書データ
登録

TASKクラウド
公会計システム

請求書データ
一覧

請
求
書
デ
ー
タ

転
記

請
求
書
デ
ー
タ

選
択

支出命令
起票

請求書データ
取得

請求書
データ送付

電子請求書サービス連携
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ペポル
インボイス
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データ選択

請求書
データ転記

請求書
データ登録

請求書データ送付
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Ｋ
Ｃ
で
は
、
毎
年
、
組
織
横

断
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

組
織
し
、〈
行
政
効
率
向
上
と
住
民
福

祉
の
増
進
〉
を
支
援
す
る
新
た
な
シ
ス

テ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
以
下
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

1 

フ
ロ
ン
ト
／
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
改
革
を

支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
検
討

　
住
民
と
の
接
点
で
あ
る
〈
フ
ロ
ン
ト

ヤ
ー
ド
〉
と
、
申
請
に
対
す
る
審
査
等

を
実
施
す
る
〈
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
〉
の
業

務
改
革
は
、
一
体
的
に
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
当
社
で
は
、
業
務
プ
ロ
セ

ス
全
体
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
変
革
す
る

た
め
に
、
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
特
定
の
手
続
き
を
選
び
、
フ

ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
を
担
う
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
シ
ス
テ
ム
や
書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ

ム
と
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
担
う
基
幹
業

務
シ
ス
テ
ム
が
、
ど
の
よ
う
に
連
携
す

れ
ば
理
想
的
な
業
務
フ
ロ
ー
を
実
現
で

き
る
か
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

現
場
で
の
多
種
多
様
な
課
題
や
運
用
の

実
態
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
社
内
で
の
議
論
に
と
ど
め
る
こ

と
な
く
、
お
客
さ
ま
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

2 

Ｄ
Ｘ
実
現
を
支
援
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
研
究

　
特
定
の
業
務
を
対
象
と
す
る
の
で
は

な
く
、
職
員
の
日
々
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
、

「
法
改
正
対
応
」
や
「
日
々
の
業
務
運

用
」、「
Ｄ
Ｘ
推
進
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面
で
迷
わ
ず
最
適
な
対
応
策
を
と

る
た
め
の
〝
仕
組
み
〞
の
構
築
で
す
。

　
研
究
に
あ
た
り
、
現
在
、
職
員
の
皆

さ
ん
は
二
つ
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と

想
定
し
ま
し
た
。

（
１
）
法
制
度
改
正
へ
の
対
応
情
報
に

加
え
、
業
務
進
捗
や
各
担
当
者
が
保
有

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
、
各
種
サ
ポ
ー
ト
情
報

が
部
門
・
シ
ス
テ
ム
ご
と
に
分
散
し
、

欲
し
い
情
報
の
所
在
が
分
か
ら
な
い

（
２
）
情
報
は
見
つ
か
っ
て
も
「
自
分

が
今
何
を
す
べ
き
か
」
が
分
か
り
に
く

く
、
対
応
の
遅
れ
や
改
善
機
会
の
損
失

が
生
じ
て
い
る

　
研
究
中
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、

こ
れ
ら
の
情
報
を
一
元
的
に
把
握
・
活

用
で
き
る
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

　
職
員
個
々
に
合
わ
せ
た
情
報
を
適
切

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
受
け
取
り
、
即
座
に

行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
と
す
べ
き
か
│
│
Ａ
Ｉ

活
用
も
見
据
え
な
が
ら
研
究
を
進
め
て

い
ま
す
。◇　

　
　
◇　
　
　
◇

　
「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
ク
ラ
ウ
ド
フ
ェ
ア
」
で

は
、
こ
れ
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
版
シ
ス
テ
ム
・
サ
ー
ビ

ス
を
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
ま
だ
研

究
途
上
の
も
の
で
す
が
、
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
今
後
の
研
究

活
動
に
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。 

（
位
田
隆
史
）

新
商
品
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
た
な
業
務
の“
か
た
ち
”を
描
く

シ
ス
テ
ム・サ
ー
ビ
ス
を
検
討

TKC Support Information

Ｔ i
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Ｋ
Ｃ
は
、
令
和
８
年
度
「
自

治
体
窓
口
Ｄ
Ｘ
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
提

供
事
業
者
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
今
夏
か
ら
「
か
ん
た

ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
」
を
窓
口
Ｄ
Ｘ
Ｓ
ａ

ａ
Ｓ
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

　
か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
は
、
手
続

き
案
内
か
ら
申
請
書
作
成
、
申
請
デ
ー

タ
管
理
と
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
ま
で
、〝
窓
口
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
〞

を
ト
ー
タ
ル
で
支
援
す
る
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
そ
の
特
長
は
、
職
員
だ
け
で
な
く
、

住
民
も
操
作
可
能
な
画
面
設
計
に
あ
り

ま
す
。

　
住
民
自
身
が
入
力
す
る
〈
セ
ル
フ
窓

口
〉
は
も
ち
ろ
ん
、〈
職
員
が

案
内
し
な
が
ら
住
民
が
入

力
〉
す
る
場
合
で
も
職
員
が

同
じ
画
面
を
確
認
で
き
る
た

め
、
手
続
き
の
進
行
状
況
や

入
力
内
容
を
共
有
し
な
が
ら

対
応
で
き
ま
す
。「
ど
こ
ま
で

入
力
が
進
ん
だ
か
」、「
ほ
か

に
何
が
必
要
か
」
な
ど
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
把
握
し
、
適
切

な
案
内
を
実
現
し
ま
す
。

職
員
・
住
民
双
方
が
便
利
に

　

も
う
一
つ
の
特
長
が
、〈
住
民
の
負

担
軽
減
〉
と
〈
窓
口
業
務
の
効
率
化
〉

の
両
立
を
意
識
し
た
機
能
で
す
。

　
一
例
が
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
情

報
を
参
照
し
て
住
民
に
必
要
な
手
続
き

を
判
定
し
、
複
数
の
申
請
書
を
一
括
で

作
成
す
る
│
│
と
い
う
も
の
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム

と
連
携
し
た
〈
事
前
申
請
〉
に
よ
り
、

来
庁
前
後
を
通
じ
た
手
続
き
の
連
続
性

を
確
保
し
、
窓
口
業
務
全
体
の
効
率
化

に
も
寄
与
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
、
か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ

ム
の
機
能
や
業
務
フ
ロ
ー
は
そ
の
ま
ま

に
、
提
供
基
盤
を
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
へ
移
行
し
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

い
ま
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｋ
Ｃ
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知

見
を
生
か
し
、
引
き
続
き
職
員
と
住
民

の
双
方
が
便
利
に
な
る
窓
口
業
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

（
大
森
明
日
香
）
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eLTAX納付ポータル

共通納税
インターフェースシステム

統一納付書マスタ

クラウド利用費低廉化に向けた取り組み

データセンター共有
自治体クラウド比較

対策後

ガバクラ運用経費

オンプレミス
比較

現行システム

単純移行だけでは
費用削減に限界

現行システムと
同程度まで削減

一定程度減の
見込み

コスト削減

後加工
（折り加工や封入封緘等） 帳票種類ごとに

印刷された帳票を
対象者ごとに照合して
マッチング封入

■ TASKクラウドかんたん窓口システム（窓口DXSaaS版）の主な機能

本人確認証をOC
R処理し、基本4
情報をシステムに
反映します。

あらゆる窓口の運用形態（ワンストップ型やリレー型など）に合わせた設定ができます。

親 展

データ送信

本人確認証
読み込み

01

設問に回答するこ
とで必要な手続き
を判定でき、案内
票を作成できます。

手続き
判定・案内

02

作成した申請書に
電子サインができ
ます。

電子サイン

03

一度の入力で、複
数の申請書を作成
できます。

申請書の
一括作成

04

か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ
ム

使
い
や
す
さ
は
そ
の
ま
ま
に

窓
口
Ｄ
Ｘ
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
に
対
応

TKCサポートインフォメーション

Ｔ i



♦西尾市の取材で、「書かない窓口の導入で丁
寧な窓口対応が可能となった一方で、窓口対応
時間の増加など新たな課題も生じた」と伺いま
した。こうした現場の声に耳を傾け、システム
をより便利に、より効果的に活用いただけるよ
う機能改善を重ねてまいります。（佐藤）
♦今号では、立ち上げをご支援した神川町の事
例を紹介。基幹業務システム切り替えを検討す
る団体の参考となれば幸いです。標準化対応支
援は庁内の取り組みや工夫を知る貴重な機会と
なりました。この経験をお客さまサポートや小
誌編集活動に生かしてまいります。（金子）
♦担当する公会計システムで公金収納デジタル
化対応を進めています。私自身も先日eL-QR
で納付を経験し、その便利さを実感しました。
住民の利便性向上につながる重要な施策へ携わ
れることにやりがいを感じながら、開発に取り
組んでまいります。（金井）
♦先日、操作研修の講師を務め「伝え方の難し
さ」を改めて実感しました。言葉選びの大切さ
に気付く機会となり、相手の理解に寄り添う姿
勢こそ日々の業務にも通じる大切な視点である
と感じました。今後も伝える力を意識して磨き
続けていきたいと思います。（青木）
♦今のお客さまの担当になって3年が経過。顔
見知りの職員の方も増え居心地のよさを感じる
とともに、担当者が変わった時にどう関係をつ
くろうかと考えます。地方自治体は異動も多い
仕事。読者の皆さんは、新天地でどう人間関係
を構築されているのでしょうか。（土屋）
♦近年、野生生物による農作物への被害や人身
事故が増加し、多くの自治体職員の皆さんが対
応に尽力されています。被害を防ぐために住民
への注意喚起や関係機関との連携など、日常業
務に加えて多忙を極めておられることと拝察い
たします。どうかご自愛ください。（太田）

　
「
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
ク
ラ
ウ
ド
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ

交
付
シ
ス
テ
ム
」
は
、
提
供
開
始
か
ら
15
年

目
を
迎
え
、
現
在
、
全
国
２
８
０
団
体
に
採

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民
自
身

が
〝
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
〟
証
明
書
等
を

取
得
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
伴
い
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
は

年
々
増
加
し
、
窓
口
を
上
回
る
交
付
件
数
と

な
っ
た
団
体
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
国
ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
─
─
と
い
う
特

性
か
ら
、
災
害
等
で
窓
口
業
務
が
制
限
さ
れ

た
場
合
の
代
替
手
段
と
し
て
も
注
目
さ
れ
、

窓
口
改
革
の
中
核
と
し
て
強
化
・
拡
充
を
図

る
市
区
町
村
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
４
月
１
日
付
で
「
証
明
書
コ
ン

ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
移
行
推
進
部
」
を
新
設

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
状
分
析
か
ら

移
行
計
画
策
定
、
デ
ー
タ
移
行
、
工
程
試
験
、

稼
働
後
の
安
定
運
用
ま
で
一
貫
し
て
支
援
。

お
客
さ
ま
の
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、

確
実
な
シ
ス
テ
ム
移
行
を
実
現
し
ま
す
。

実
績
＆
専
任
体
制
で
移
行
も
ス
ム
ー
ズ

　

Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
ク
ラ
ウ
ド
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
シ
ス
テ
ム
は
、
全
国
の
市
区
町
村
と
共
同

利
用
す
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
を
問
わ
ず
デ
ー
タ
連

携
が
可
能
で
、
窓
口
と
同
じ
字
形
で
証
明
書

を
発
行
で
き
ま
す
。
ま
た
、
証
明
書
発
行
履

歴
の
照
会
や
個
人
別
・
証
明
書
別
の
発
行
抑

止
と
い
っ
た
運
用
管
理
業
務
も
支
援
し
ま
す
。

　

豊
富
な
導
入
実
績
と
長
年
蓄
積
し
た
ノ
ウ

ハ
ウ
に
加
え
て
、
こ
の
ほ
ど
専
任
チ
ー
ム
に

よ
る
支
援
体
制
を
整
備
し
た
こ
と
で
、
①
移

行
作
業
に
か
か
る
職
員
負
担
の
軽
減
、
②

サ
ー
ビ
ス
停
止
時
間
の
極
小
化
─
─
を
図
り
、

ス
ム
ー
ズ
な
シ
ス
テ
ム
切
り
替
え
を
可
能
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
と
合
わ

せ
て
、「
ス
マ
ー
ト
申
請
シ
ス
テ
ム
」（
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
）
や
「
か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ

ム
」（
書
か
な
い
窓
口
な
ど
）
も
提
供
。
こ

れ
ら
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
住
民
の
利

便
性
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
窓
口
改
革
や
デ
ー

タ
の
利
活
用
な
ど
業
務
の
効
率
化
・
高
度
化

を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
の
一
手
と
し
て
、

ぜ
ひ
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。	

（
山
本
一
貴
）
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